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  Q

７
月
２８
日
貂
〜
２９
日
貉
の
う
ち
、
い
ず

れ
か
１
日
（
実
施
日
は
後
日
連
絡
）
 

N
市
内
在
住
で
６５
歳
以
上
の
常
時
臥
床
（
ね

た
き
り
）
状
態
に
あ
る
高
齢
者
、
ま
た
は

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
２
級
を
お
持
ち

の
重
度
身
体
障
が
い
者
の
う
ち
、
家
庭
に

お
い
て
布
団
を
干
す
こ
と
が
困
難
な
方
 

O
掛
布
団
、
敷
布
団
、
毛
布
、
か
い
ま
き

（
夜
着
）
の
「
丸
洗
い
・
殺
菌
」
。
当
日
、

委
託
業
者
が
ご
自
宅
へ
回
収
に
伺
い
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
後
お
届
け
し
ま
す
。
 

P
無
料
 

M
７
月
２１
日
ま
で
に
市
役
所
１
階
⑧
、
⑨

番
窓
口
へ
（
代
理
申
請
可
）
 

※
６
月
ま
で
に
１
年
分
申
請
さ
れ
た
方
は

今
回
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

枚
数
を
変
更
す
る
場
合
は
７
月
２７
日
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

J
長
寿
介
護
課
蕁
A

４
４
７
、
障
が
い
福

祉
課
蕁
A
４
２
８
 

  　
ま
ん
ま
る
よ
や
く
（
公
共
施
設
・
生
涯

学
習
講
座
予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
）
は
定
期

点
検
の
た
め
、
次
の
と
お
り
一
時
停
止
し

ま
す
。
 

Q
７
月
２７
日
豺
　
午
前
８
時
〜
２８
日
貂
午

前
１０
時
 

J
市
民
協
働
推
進
課
蕁
A
３
２
８
 

  　
こ
ん
な
と
き
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
や
通
告
が
誰
か
ら
あ
っ
た
か
は
、
知

ら
れ
な
い
よ
う
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
 

①
虐
待
を
疑
っ
た
ら
 

▼
子
ど
も
が
毎
日
激
し
く
泣
く
▼
不
自
然

な
傷
や
あ
ざ
が
見
ら
れ
る
▼
着
て
い
る
も

の
が
い
つ
も
ひ
ど
く
汚
れ
て
い
る
▼
い
つ

も
お
腹
を
す
か
せ
て
い
る
▼
幼
い
子
ど
も

を
家
に
残
し
て
外
出
し
て
い
る
よ
う
だ
　

な
ど
 

②
子
育
て
で
悩
み
が
あ
っ
た
ら
 

▼
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
つ
い
子
ど
も
を

叩
い
た
り
怒
鳴
っ
た
り
し
て
し
ま
う
▼
ど

う
や
っ
て
子
育
て
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な

い
▼
子
ど
も
が
い
う
こ
と
を
き
か
ず
、
い

つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
　
な
ど
 

J
越
谷
児
童
相
談
所
蕁
９７５
・
４
１
５
２
、

子
育
て
支
援
課
蕁
A

４
２
７
、
家
庭
児
童

相
談
室
蕁
A

４
７
２
、
保
健
セ
ン
タ
ー
蕁

９９５
・
３
３
８
１
、
越
谷
保
健
所
蕁
９６４
・
１

２
６
６
 

   Q
１０
月
２５
日
豸
　
午
前
１０
時
〜
 

L
獨
協
大
学
（
松
原
団
地
駅
下
車
徒
歩
５

分
）
 

N
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
で
、
原
則
と

し
て
合
計
５
年
以
上
か
つ
９００
日
以
上
の
実

務
経
験
を
有
す
る
方
 

試
験
案
内
　
市
長
寿
介
護
課
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
県
介

護
保
険
課
、
県
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

で
配
布
 

P
９
０
０
０
円
（
受
験
手
数
料
等
）
 

M
７
月
３１
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
受

験
願
書
を
簡
易
書
留
郵
便
で
、
埼
玉
県
社

会
福
祉
協
議
会
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
業
務

課
（
蕁
０４８
・
８２４
・
３
１
１
１
）
へ
 

  　
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
 

発
売
期
間
　
７
月
１３
日
豺
〜
３１
日
貊
 

抽
せ
ん
日
　
８
月
１１
日
貂
 

J
譛
埼
玉
県
市
町
村
振
興
協
会
蕁
０４８
・
８２２

・
５
０
０
４
 

       Q
７
月
３０
日
貅
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
 

L
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室
 

N
児
童
 

O
お
こ
り
じ
ぞ
う
、
た
か
ら
じ
ま
、
ね
む

り
の
森
の
ひ
め
、
つ
る
の
お
ん
が
え
し
 

R
８０
人
（
先
着
順
）
 

P
無
料
 

J
八
幡
図
書
館
蕁
９９５
・
６
２
１
５
 

  　
消
防
団
の
ポ
ン
プ
操
法
、
服
装
点
検
な

ど
日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

多
く
の
見
学
者
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
 

Q
８
月
２
日
豸
　
午
前
７
時
３０
分
〜
１０
時

３０
分
（
雨
天
中
止
）
 

L
大
瀬
小
学
校
校
庭
 

J
消
防
本
部
総
務
課
蕁
A
３
５
１
 

              ①
子
ど
も
講
座
「
お
り
が
み
教
室
　
か
み

ひ
こ
う
き
を
作
っ
て
飛
ば
そ
う
」
 

Q
７
月
２３
日
貅
　
午
後
２
時
〜
３
時
 

K
お
り
が
み
 

R
２０
人
（
申
込
順
）
 

②
親
子
講
座
「
星
座
観
察
会
」
 

Q
８
月
６
日
貅
　
午
後
７
時
〜
８
時
 

R
２５
人
（
申
込
順
）
 

―
①
②
共
通
―
 

L
八
條
公
民
館
会
議
室
 

N
小
学
生
※
②
は
保
護
者
同
伴
 

P
無
料
 

M
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
條
公
民
館
（
蕁

９９４
・
３
２
０
０
※
受
付
時
間
＝
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）
へ
 

  ①
プ
ラ
バ
ン
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
つ
く
っ

て
み
よ
う
！
 

Q
８
月
６
日
貅
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
 

L
八
幡
公
民
館
第
一
会
議
室
 

O
プ
ラ
バ
ン
の
変
化
を
観
察
し
な
が
ら
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。
　
　
　
　

②
空
気
砲
　
空
気
の
力
を
体
感
し
よ
う
！
 

Q
８
月
７
日
貊
　
午
後
２
時
〜
３
時
 

L
八
條
図
書
館
多
目
的
室
 

O
段
ボ
ー
ル
箱
で
空
気
を
利
用
し
た
大
砲

を
作
り
、
空
気
を
テ
ー
マ
に
し
た
科
学
的

な
あ
そ
び
を
紹
介
し
ま
す
。
 

―
①
②
共
通
―
 

N
小
学
生
以
下
※
未
就
学
児
は
保
護
者
同

伴
 

R
各
２０
人
（
申
込
順
）
 

P
無
料
 

M
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
①
は
八
幡
図
書

館
（
蕁
９９５
・
６
２
１
５
）
、
②
は
八
條
図

書
館
（
蕁
９９４
・
５
５
０
０
）
へ
 

  　
夏
休
み
の
自
由
研
究
の
参
考
に
、
ぜ
ひ

親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

Q
７
月
２８
日
貂
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

３０
分
 

L
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
第
一
工
場
（
越

谷
市
増
林
３
―
２
―
１
）
※
バ
ス
の
送
迎

あ
り
（
申
込
時
に
受
付
順
５５
人
。
Ｊ
Ｒ
越

谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
北
口
午
前
９
時
出
発
）
 

N
管
内
５
市
１
町
（
越
谷
市
・
草
加
市
・

八
潮
市
・
三
郷
市
・
吉
川
市
・
松
伏
町
）

在
住
の
小
学
生
と
保
護
者
 

O
わ
か
り
や
す
い
ご
み
と
リ
サ
イ
ク
ル
、

環
境
の
話
と
第
一
工
場
の
施
設
見
学
。
写

真
撮
影
可
。
※
講
師
＝
万
代
る
里
子
さ
ん

（
清
瀬
市
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
 

２
歳
〜
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
保
育
あ
り
。

（
申
込
時
に
要
申
請
）
 

K
筆
記
用
具
 

R
１３０
人
（
申
込
順
）
 

P
無
料
 

M
７
月
１７
日
か
ら
、
電
話
で
東
埼
玉
資
源

環
境
組
合
計
画
課（
蕁
９６６
・
０
１
２
１
）へ
 

  ①
染
料
を
注
ぐ
染
め
の
実
演
と
、
の
り
付

け
体
験
 

Q
８
月
１
日
貍
　
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午
 

N
小
学
生
以
上
の
方
 

O
ハ
ン
カ
チ
サ
イ
ズ
の
布
に
、
獅
子
舞
の

型
紙
を
の
り
付
け
体
験
 

R
３０
人
（
申
込
順
）
 

P
１００
円
 

②
藍
染
め
〜
型
染
め
体
験
 

Q
８
月
２９
日
貍
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
 

N
中
学
生
以
上
の
方
 

O
型
紙
を
使
い
、
ハ
ン
カ
チ
に
柄
染
め
 

※
昼
食
は
各
自
用
意
 

R
２０
人
（
申
込
順
）
 

P
５００
円
 

―
①
②
共
通
―
 

L
資
料
館
学
習
室
ほ
か
 

K
エ
プ
ロ
ン
、
長
い
ゴ
ム
手
袋
、
汚
れ
て

も
良
い
服
装
 

M
①
は
７
月
２６
日
ま
で
、
②
は
８
月
２２
日

ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て
資
料
館
（
蕁

９９７
・
６
６
６
６
）
へ
 

  　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
運
転
の

安
全
度
を
教
習
所
の
指
導
員
が
診
断
し
ま

す
。
 

Q
７
月
２７
日
豺
　
午
前
９
時
〜
正
午
 

L
八
潮
自
動
車
教
習
所
（
木
曽
根
５１１
、
蕁

９９７
・
５
１
５
１
）
 

N
八
潮
市
・
草
加
市
在
住
の
６５
歳
以
上
で
、

普
通
免
許
以
上
の
免
許
を
所
持
し
て
い
る

方
 

R
３０
人
 

M
J
草
加
警
察
署
交
通
課
蕁
９４３
・
０
１
１

０
A
４
１
１
 

  ①
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
教
室
 

Q
７
月
２８
日
貂
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
 

O
簡
単
に
出
来
る
メ
イ
ク
方
法
を
化
粧
品

メ
ー
カ
ー
の
指
導
員
が
親
切
に
指
導
 

P
無
料
 

②
籐
工
芸
教
室
 

Q
８
月
１８
日
〜
９
月
１５
日
（
毎
週
火
曜
日
・

全
５
回
）
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
 

O
き
れ
い
に
色
染
め
し
た
籐
（
ヤ
シ
科
の

植
物
の
茎
）
を
使
っ
て
か
ご
な
ど
を
作
成
 

P
２
０
０
０
円
程
度
（
材
料
費
）
※
最
終

日
に
集
金
。
欠
席
し
た
場
合
も
返
金
な
し
。
 

―
①
②
共
通
―
 

L
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
 

N
市
内
在
住
・
在
勤
の
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
 

R
１５
人
（
障
が
い
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
証
の
交
付
を
受
け
た
方
を
優
先
、
そ
の

他
の
身
体
障
が
い
者
の
方
は
申
込
順
）
 

※
参
加
者
が
５
人
未
満
の
場
合
は
中
止
 

M
①
は
７
月
１７
日
ま
で
、
②
は
８
月
７
日

ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
（
蕁
９９７
・
８

５
５
３
）
へ
 

採
用
職
種
・
募
集
人
数
・
受
験
資
格
 

一
般
事
務
　
６
人
程
度
 

土
木
技
師
　
２
人
 

建
築
技
師
　
２
人
 

保
育
士
　
　
１
人
 

消
防
士
　
　
５
人
程
度
 

N
▼
一
般
事
務
・
保
育
士
・
消
防
士
＝

昭
和
６０
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
（
保
育
士
は
、
保
育
士
の
資
格
を
有

す
る
方
、
ま
た
は
平
成
２２
年
３
月
ま
で

に
保
育
士
の
資
格
取
得
見
込
み
の
方
）
 

▼
土
木
技
師
・
建
築
技
師
＝
昭
和
５６
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
 

※
地
方
公
務
員
法
第
１６
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
方
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。
 

第
１
次
試
験
 

〈
一
般
事
務
〉
 

Q
１０
月
３
日
貍
　
午
前
１０
時
〜
 

L
市
役
所
別
館
会
議
室
、
八
潮
メ
セ
ナ

等
 

O
教
養
試
験
お
よ
び
論
文
試
験
 

〈
土
木
技
師
、
建
築
技
師
〉
 

Q
１０
月
４
日
豸
　
午
前
１０
時
〜
 

L
市
役
所
別
館
会
議
室
、
八
潮
メ
セ
ナ

等
 

O
専
門
試
験
お
よ
び
論
文
試
験
 

〈
保
育
士
、
消
防
士
〉
 

Q
１０
月
４
日
豸
　
午
前
１０
時
〜
 

L
市
役
所
別
館
会
議
室
、
八
潮
メ
セ
ナ

等
 

O
教
養
試
験
お
よ
び
論
文
試
験
 

●
第
１
次
試
験
合
格
発
表
 

Q
１０
月
２１
日
貉
頃
を
予
定
 

※
合
否
を
問
わ
ず
、
受
験
者
全
員
に
文

書
で
通
知
し
ま
す
。
（
電
話
照
会
は
不
可
）
 

第
２
次
試
験
（
第
１
次
試
験
合
格
者
）
 

●
グ
ル
ー
プ
討
論
 

Q
１１
月
５
日
貅
・
６
日
貊
・
９
日
豺
の

う
ち
指
定
す
る
日
時
 

L
市
役
所
別
館
会
議
室
 

O
少
人
数
で
討
論
を
行
い
、
受
験
者
の

知
識
、
考
え
方
、
発
表
能
力
等
を
試
験
 

●
面
接
試
験
 

Q
１１
月
１１
日
貉
・
１２
日
貅
・
１３
日
貊
・

１６
日
豺
・
１７
日
貂
の
う
ち
指
定
す
る
日

時
 

L
市
役
所
別
館
会
議
室
 

O
面
接
に
よ
る
口
述
試
験
等
 

●
体
力
測
定
（
消
防
士
の
み
）
 

Q
１１
月
５
日
貅
の
指
定
す
る
時
間
 

L
市
消
防
署
ほ
か
 

●
第
２
次
試
験
合
格
発
表
 

Q
１１
月
２７
貊
頃
を
予
定
 

※
合
否
を
問
わ
ず
、
受
験
者
全
員
に
文

書
で
通
知
し
ま
す
。
（
電
話
照
会
は
不
可
）
 

採
用
予
定
日
 

平
成
２２
年
４
月
１
日
以
降
 

受
付
期
間
等
 

Q
８
月
１７
日
豺
〜
２８
日
貊
　
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
土
・
日
を
除
く
）
 

※
郵
送
の
場
合
は
８
月
２８
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
宛
名
を
明
記
し
た
返
信
用
封

筒
（
８０
円
切
手
貼
付
）
を
同
封
し
て
、

総
務
人
事
課
人
事
担
当
へ
 

●
受
験
案
内
・
申
込
書
の
配
布
 

　
８
月
１４
日
貊
ま
で
総
務
人
事
課
で
配

布
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
。
郵
送

希
望
の
方
は
８
月
１４
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
案

内
書
請
求
」
と
朱
書
し
、
宛
名
を
明
記

し
た
角
２
サ
イ
ズ
の
返
信
用
封
筒
（
１４０

円
切
手
貼
付
）
を
同
封
し
て
、
総
務
人

事
課
人
事
担
当
へ
 

J
総
務
人
事
課
蕁
A
２
３
８
・
２
５
３
 

市
職
員
を
募
集
し
ま
す
 

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
ろ
う
 

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売
 

埼
玉
県
介
護
支
援
専
門
員
 

実
務
研
修
受
講
試
験
 

寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
 

ま
ん
ま
る
よ
や
く
の
一
時
停
止
 

公
民
館
講
座
 

消
防
団
夏
季
訓
練
 

夏
休
み
映
画
上
映
会
 

夏
休
み
親
子
ス
ク
ー
ル
 

染
め
物
体
験
講
座
 

夏
休
み
科
学
あ
そ
び
 

シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
ド
ッ
ク
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業
 


